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本日の報告内容

0. プロフィール

1. なぜ、IR？

2. 公開データを用いたIR分析事例

3. まとめ
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０．プロフィール（個人）

詳細は、山形大学研究者情報に公開。
URL: http://yudb.kj.yamagata-u.ac.jp/html/200000148_ja.html

• 平成18年3月に神戸大学大学院経営学研究科博士後期課程修了、博
士（経営学）を取得。同年4月、神戸大学企画評価室採用。大学機関別
認証評価、国立大学法人評価等の第三者評価に関連する業務に加え、
神戸大学情報データベース（KUID）の管理運用等を担当。

• 平成25年10月、独立行政法人大学評価・学位授与機構研究開発部に
着任し、国立大学法人評価の枠組みの検討や質保証に係る調査研究
等に従事。

• 平成27年4月から現職。主として企画評価、IR業務に従事。その他、大
学評価及び大学における意思決定支援機能としてのIR（Institutional
Research）に関する研究を推進するほか、大学評価コンソーシアム副代
表幹事（企画担当）、文部科学省科学技術・学術政策研究所客員研究
官、名古屋大学IR本部特任教授等の活動を通じて、日本の大学におけ
る大学評価及びIR業務の高度化、データベースの構築等に関する提言
や話題提供を行っている。
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【員数等】（平成30年5月1日現在）

・学生数：約9,000人、生徒児童数：約1,300人

・教職員：約3,000人

【構成】
・６学部（人文・地教・理・医・工・農）
7研究科、医学部附属病院、附属学校 等

学部 入学定員 在籍者数

人文社会科学部 290 1,337

地域教育文化学部 175 876

理学部 210 851

医学部 180 1,034

工学部 650 2,744

農学部 165 660

計 1,670 7,532

大学院 入学定員 在籍者数

修士・博士前期課程 428 992

博士・博士後期課程 69 257

専門職学位課程 20 40

計 517 1,289

（地域別入学者数）平成30年4月入学者

東北：64％、関東：16％、北陸・中部：15％
※東北の内訳：山形県：22％、宮城県：23％、福島県：7％

（地域別就職者）平成29年3月卒業者

東北：55％、関東：30％、北陸・中部：6％
※東北の内訳：山形県：27％、宮城県：19％、福島県：５％

（主な卒業生）
吉本隆明（思想家）、藤沢周平（小説家）
上田準二（ﾕﾆｰ･ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ（株）代表取締役社長）
西海和久（株式会社ブリヂストンCOO）他

（先進的な研究分野）
有機材料、ナスカ地上絵、総合スピン科学、分子疫学他

最上

村山

置賜

庄内

小白川キャンパス
人文、地教、理、
附属学校等
飯田キャンパス
医学部、附属病院

米沢キャンパス
工学部

鶴岡キャンパス
農学部

⇒大学関係者：約15,000人（山形県人口の約1％、山形市人口の約5％）

０．プロフィール（組織）
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１.なぜ、IR？

対象 Ｈ16 Ｈ27 傾向（キーワード）

運営費交付金 国 121億 117億 厳しい財政、
大学評価、ＫＰＩ

学生納付金
収入

学生 51億 49億 質保証、学生確保、
授業料金額設定

病院収入 患者 109億 187億 経営に与える影響、
患者減少、コスト管理

産学連携・
寄附金収入

企業・卒業
生・保護者

17億 45億 魅力的な研究、
大学への帰属意識

収入決算額（山形大学）

（ＩＲを必要とする背景）
①国立大学法人化による経営の自己責任
②多種多様なステークホルダーへの対応

出典：第10回EMIR勉強会「学長によるEMIRの活用事例」
https://ir.yamagata-u.ac.jp/wordpress/wp-content/uploads/20161111_apandemir_EM02_04_koyama.pdf
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１.なぜ、IR？

高い

低い

卒業率： 90％ 退学率： 10％

高い

低い

• 同じ数値であっても、それぞれの大学等が置かれている状況や
組織の構成員にとって、捉えられ方は異なることが多い。

• 正確性のみならず、適切な理解を促すうえでIRが果たせる役
割は大きい！
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２.体制

・IR（Institutional Research）とは
客観的なデータ分析に基づいた大学
における諸活動の効果検証及び、情
報提供等を通じた大学の意思決定又
は業務の継続的改善を支援すること

・IE（Institutional 

Effectiveness）とは
IR機能を活用して効果検証を行い、
大学として継続的改善の循環プロ
セスを実行すること

Office of Institutional Research & Effectiveness
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２.公開データを活用したBIレポートの作成

oireyu2016

URL： https://ir.yamagata-u.ac.jp/reports/bi-reports/
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２.公開データの所在（学校基本調査）

https://www.e-stat.go.jp/

～～～～～～～～～～～～～～
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２.公開データの所在（大学基本情報）

http://portal.niad.ac.jp/ptrt/table.html



10

２.公開データを活用する際の障壁

複数シートに分かれているた
め、加工・統合が必要

変
換
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２.Power BIによる可視化
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２.Power BIで作成したレポート

当日、投影しながら紹介します!
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３.まとめ

• 大学を取り巻く環境は厳しくなる一方

国の財政逼迫

成果重視の予算配分

18才人口の減少

• 教育の質保証、学修成果を重視する政策への対応

自ら教育の質を保証する体制と仕組みの整備

個人ではなく、組織として教育する体制への転換

「教員が何を教えたか」ではなく「学生は何ができるか」

• 多くの大学においてIR部門を新設したり、既存の組織を再編・統
合するなどしてIRの強化に向けた取組を実施しているが、必ずしも
機能していない状況が散見される。

データ、エビデ
ンス等が重要
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３.まとめ

• 米国に比して情報基盤が脆弱な現状にあるため、学内外に散
在するデータの入手が困難。

• 併せて、規則やルール等が定められておらず、学内データであっ
ても「大学のもの」として活用できないため、継続的にIR業務を
実施しにくい環境にある。

• 学内データの収集・活用が難しいようであれば、公開データを用
いることで、自大学の現状把握とともに他大学とのベンチマーキン
グなども実施できるため、ここから着手し、データに基づく意思決
定を推進する文化を醸成していくのも一手。


